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フランス10年国債利回り

（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
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【2020年1⽉6⽇〜2020年1⽉10⽇】

国債売られ利回り上昇
⽶国とイランの軍事的衝突を巡り、トラ
ンプ⽶⼤統領が声明で「イランは⾏動を
抑制しているようだ」と発⾔したことを
受けて中東情勢に対する緊張が和らぎ、
⽶国株が最⾼値圏に上昇し、国債は売り
が進みました（利回りは上昇）。

（注）データは2019年12⽉10⽇から2020年1⽉10⽇（⽇次）。
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円の売りが進む
⽶国とイランの軍事的衝突や⽶中通商協
議をめぐる懸念が⼀旦後退したことなど
を背景に、円は対主要通貨で売られ、⼀
時1⽶ドル＝109円台後半まで下落しま
した。

⼀⽅、10⽇発表の2019年12⽉⽶雇⽤統
計で雇⽤者数の伸びが鈍化したことなど
を受けて、円が対⽶ドルでやや戻す場⾯
がありました。
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（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
（注）データは2019年12⽉10⽇から2020年1⽉10⽇（⽇次）。


